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私が更生保護女性会に参加し９年しか経ってい

ないのに会長職を受け４年が過ぎようとしていま

す。未だに「更女って何？」と自分に問いかけな

がら活動しています。そうは思いながら、先輩た

ちから受け継いだ活動を役員・理事・会員の皆様

と共に楽しく取り組んでいます。 

  さて、令和７年６月に刑法が改正され、『懲

役・禁固』から『拘禁刑』に変わりました。受刑

者に対してそれぞれの特性に応じた作業や指導を

行うことで、再犯防止につなげるとのことです。

昨年、少年院での意見発表会に参加する機会があ

りました。どの子も社会復帰に向けた思いを力強

く発表していました。しかし、過去の自分につい

ては「居場所がなかった。話を聞いてくれる人が

いなかった。」と話す子が多かったことに驚き、

ほっとけないおばさんとしては胸が痛みました。

今年の社明運動講演会で、講師の方から子どもを

認めること・誉めることの大切さ、誰もが光をも

っているという言葉が心に響きました。 

  人は一人では生きていけません。誰かを助けた

り助けられたりしながら生きています。生きづら

さを感じている人も多いと思います。これからも

更生保護ボランティア団体として、誰かの役に立

つことを信じて活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 毎日のように耳にする詐欺事件、さらには「闇バ

イト」の強盗・押し込みといった凶悪事件のニュー

スが流れるたびに、大変心が痛みます。このような

状況の中、皆様方は子どもたちの健やかな成長を願

い、講演会や社会を明るくする運動大会・啓発活動

などに真摯に取り組まれるとともに、犯罪や非行か

ら立ち直ろうとする人たちを支え、非行を生まない

地域づくりを目指して活動されていることに敬意を

表します。 

さて、昨今教員のなり手不足が叫ばれ、教員の働

き方改革が急速に進んでいます。一例を挙げれば、

部活動の地域クラブへの拡大や校外における児童生

徒の生活指導にかかわる対応などです。文部科学省

は、教師が教師にしかできない業務に専念できるよ

う、『学校以外が担うべき業務』『教師以外が積極

的に参画すべき業務』『教師の業務だが負担軽減を

促進すべき業務』の３分類に分け、学校の業務を見

直していくよう提言しています。これから子どもた

ちを学校だけに任せるのではなく、今まで以上に地

域と家庭と一体となって、しっかり見守っていかな

ければならないということです。 

『教育のまち 阿久比』の未来を託すべく子ども

たちが、たくましく、正しく育つことを念頭に、更

生保護女性会の皆様方には、地域住民の方々と共に、

さらなる安全安心な地域づくりに、より一層ご協力

いただきますようお願い申し上げます。 
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更生保護女性会 

あ  ぐ  い  ち  ょ  う 

更女だより 

更女活動♡頑張る！！ 

 

会長   鈴村 みえ子          

教員の働き方改革と 

地域の役割 

阿久比町教育委員会 

教育長  竹内  淳 

【更生保護女性会三つの柱】 

1.罪を犯した人達の立ち直りを支援する更生保護活動 

2.青少年の健全育成を推進する非行防止活動  

3.子育て中の家族を応援する子育て支援活動 
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  「講演を聞いて」                 大澤 真理（卯之山） 

『あなたの光はいつか誰かの光になる』 

今回の講演のテーマを内田さんに尋ねてみたところ、次のような答えをいただきました。 

「誰もが小さな光を握りしめて生まれてきます。人生は、なかなか一筋縄ではいかず自分の意

思とは真逆の方向に走ることも多くあります。少年院にやってくる子たちは、ある意味分かり

やすくその道を辿ってきた子たちだとも言えます。運命はたくさんの試練を与えて魂を鍛えあ

げます。その中で手の中の光が磨かれて少しずつ成長していきます。やがて人の優しさや真実

の愛を肌身で感じるときがきます。自分の光に気づき、先人のご恩と感謝を繋いでいくことが

できたら幸せだと思います。」（一部抜粋） 

前半は、イラストレーターとして仕事をしていく中で、やなせたかしさんから受けとった光

についての楽しいお話でした。後半は、内田さんが少年院の少年たちにどのように光を繋いで

きたかというお話でした。絵を描くという喜びを彼らに与え、彼らが製作に取り組み素晴らし

い力を発揮したとき、心から「すごいね」と誉める。彼らにお世辞は通用しない。少年たちの

素晴らしい作品を公に展示し、社会の人々から讃辞をもらう。誰かを感動させることができ

た。そのことが少年たちの自信になり、自己肯定感を高めていく。 

講演後の質問に内田さんは真摯に向き合い答えてくださいました。こうやって少年たちと向

き合ってきたからこそ少年たちが変わっていくことができたと私は思いました。最後に、講演 

       を聴きにきてくださった豊ケ岡学園の 

元先生が「豊ケ岡の少年たちは８割が 

更生している」と話してくれました。 

“否定せずあたたかく見守る、寄り添う” 

更生保護のあるべき姿を教えていただ 

きました。  

 

 

９月２０日（土） 

アグピアホール 

メイン行事 
講 演 会 

講師 内田新哉さん 
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７月５日(土) エスペランス丸山 

 

会場にて社会を明るくする運動の 

啓発用グッズを配布しました。 

＊子どもたちの可能性が絵を描くという行
為で広がっていくことが話の内容でわか
りました。 

 
＊自信を持てない子どもに自信を持たせる

には、否定せず良いところを心から誉め
ること。自信を持てば人はみるみる変わ
る。とてもよいお話でした。 

 
＊５歳の子を育てているのですが、日々の

声かけの参考にしたいと思います。 
 
＊自己肯定感を高めると表情がやわらかく

なる。他人のために頑張れる気持ちを育
てることが大切。弱かった心が悪い誘い
を断ることができる強い心になる。 

社会を明るくする運動大会 

“社会を明るくする運動”とは 

すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの 

更生について理解を深め、犯罪や非行のない地域社会を築

こうという全国的な活動です。 

11 月 15 日(土) 産業まつり会場 

薬物乱用防止啓発キャンペーン。 

保護司の方とともに薬物乱用防止を呼び

かけました。 

「明るい社会づくり」をテーマにした標語・習字の作品

を募集し、優秀作品の紹介と表彰がありました。 

参加したみなさんの声 

6 月 26 日(木) イオンモール東浦 

11 月 15 日(土) 産業まつり会場 

啓 発 活 動 

１７７名の方にご参加いただきたくさんのご意見 

ご感想をいただきました。アンケートのご協力、 

ありがとうございました。 
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町 内 研 修

 
 阿久比町更生保護女性会では、毎年岡崎自啓会を訪問し、 

お話を聞かせていただいてきました。本年度は、岡崎自啓会 

施設長である鍋内智弘さんを阿久比町更生保護女性会理事会 

にお招きしてお話を伺いました。 

 岡崎自啓会は、刑務所を仮釈放で出所した人や保護観察に 

付された少年などが社会に復帰できるように保護観察所から 

委託を受けて保護収容する施設です。衣食住の提供のほか、 

住民票の復活や国民健康保険の加入など様々な行政手続を支援するそうです。規則正しい生活習慣の

確立、就労の斡旋、貯蓄の推奨。まるで親のようにサポートしてくださるのだと思いました。施設長

さんのお話を聞いて、お世話になった人はもうぜったいに道を踏み外さないでほしいと思いました。 

 最後に、阿久比町更生保護女性会から支援金と生活用品をお渡して研修会を終わりました。 

  

 

  

 

 

愛知県更生保護女性の集い 

「愛知県更生保護女性の集いに参加して」        村瀬 美枝子（宮津） 

暑かった夏からやっと小さな秋の足音がきこえてきた９月３０日、県下各市町村から８００余名の 

会員が名古屋公会堂に集いました。 

第一部は、熱田区と半田市の会員による温かくさわやかな活動が発表されました。 

第二部は、カレーハウスCoCo壱番屋創業者である宗次徳二氏の講演でした。幼い頃の大変な苦労と辛

い経験もユーモアを交えてお話しくださり、思わず笑みがこぼれました。「寄付したお金の価値は自分

が使う場合より何倍もの価値になる」という言葉が印象に残りました。 

 最後の宣言で「すべての人が心豊かに生きられる 

明るい社会を目指し、温かな人間愛をもって地域の 

人に寄り添い更生保護の心を広めるよう努めます」 

少しでもこの心に近づけたらと思いながら、帰途に 

つきました。 

 

  ９月30日（火） 名古屋公会堂 

理 事 会 研 修 

10 月 23日（木）  エスペランス丸山 

更生保護法人「岡崎自啓会」 

施設長  鍋内 智弘 さんを迎えて 
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 町外研修 

「岡崎医療刑務所を見学して」    山本 朗美子（阿久比団地） 

１２月２日、町外研修として岡崎医療刑務所を見学してきました。 

 岡崎医療刑務所は、精神的に何らかの障害を持った男性受刑者を収容する刑事施設で、

そこに収容されている人たちの改善・更生のための専門的治療・処遇が行われています。 

 施設の説明や案内をしてくださった刑務官がお話の中で「自分たちの仕事は達成感を得

にくく『やるせない』『報われない』といった気持ちになることも少なくない。しかし、

我々が最後の受け皿としてがんばろう。人に寄り添い、 

心と心で治療するという気持ちで、日々受刑者の人たち 

と向き合っている。」という言葉が深く心に残りました。 

また、若い刑務官がご自身の職務に意欲と誇りをもって 

取り組んでいるという言葉に頼もしさも感じました。 

１２月２日（火）  岡崎医療刑務所       

「視察研修に参加して」      佐治 弘美（大古根） 

 東浦町にある児童養護施設「風の色」乳児院「波うさぎ」障害児入所施設「トイボックス」

を見学しました。どの施設も安全面や利便性を重視した設計により、職員がよく動ける動線が

工夫されていました。環境面では「モンテッソーリ」教育を推進し、自立・自主性を重んじた

指導を心がけたり、個々に合った遊びを選んで行えるよう木製玩具や手作りおもちゃを用意し

感覚機能の育ちを支えたりしていました。また個室での生活でプライベートが守られており、

一人一人を大事にして過ごせる場ができていると感じました。職員の方は交代勤務であるとは

いえ寝食を共にし、世話をして見守ることは大変な仕事だと思います。親に代わり子どもたち

に温かく接する姿に頭が下がる思いで施設を後にしました。 

 つぎに、阿久比町児童発達支援事業所「てくてく」を訪問し 

ました。子どもたちと関わる場面を見ることはできませんで 

したが、感覚統合を養う部屋では興味深く見学し 

話を聞きました。就学前の手厚い療育の現場を 

見ることができました。 

 両施設を訪問し、職員さんの親身な接し方やご 

苦労を思い、よい研修になったと感じました。 

町内研修 6 月 13日（金）  風の色・波うさぎ・トイボックス 

英比保育園・てくてく 
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ミ ニ 集 会 

 

受賞の言葉  大村 貞子（福住） 
 

１９９３年更生保護女性会の会員になり

今年で３２年目になります。更生保護女性

会として最高の受賞で身に余る光栄です。 

どんな役員も仲間の協力がなければ達成

できません。協力的な仲間に恵まれてでき

た事業が多かったと思います。いろいろな

役を体験して阿久比町全域に友達ができた

ことが最高の宝物です。 

これからも英比ふれあい会、地区のサロ

ンなどのボランティア活動を続けていきた

いと思っています。 

８月1日(金)  ファミサポ交流会祭り会場 

   （スポーツ村交流センター）  猛暑の中、開催されたファミサポ祭りで保護者を対象に 

ワイルドフラワーを使ったワークショップを開き、子育て 

ママたちの声をききました。 

自分が体調を崩したとき小学生の

娘に「休んでていいよ」と言われ

「こんな言葉がでるのか」とうれ

しくなりました。 

お花の種類がかわいくて、

いい感じのものができて嬉

しかったです。子どもが泣

いてしまったけどあやして

もらったので安心して作れ

ました。 

 

みんなの笑顔が

いっぱいの 

いい取り組みに

なりました 

幼稚園が夏休みになって下の子と

親子３人、暑くて買い物以外は外

にも出られず大変だったのでこの

イベントに参加しました。ワーク

ショップが楽しくてとてもありが

たかったです。 

 

 

 

（敬称略） 

法務大臣感謝状 

福 住  大村 貞子 

 

名古屋保護観察所長感謝状 

  萩   青木  惠 

 白沢台  志村 育美 

 

愛知県更生保護女性連盟会長表彰 

白 沢  廣瀬 玲子 

大古根  佐治 弘美 

草 木  齋藤 小百合 
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＊天気がよく日差しがきつく感じられる一日でした。日陰になって 

いる砂場で、子どもたちは砂遊びをしたり、泥だんごを作ったり 

お母さんたちもお話をされたりして楽しそうでした。小さなお子 

さんは、部屋の中でおもちゃを使って遊びました。１１時からは、 

アンパンマン体操や絵本の読み聞かせがありました。今年度初めてなのでおやつ箱を配りました 

  

＊残暑の厳しい一日でした。今日は保育園の見学会がありました。お母さんとお子さんが 

 見学に行っている間、下のお子さん（３ヶ月と９ヶ月）のお世話をしました。涼しい遊戯室

で楽しそうにすべり台やままごとなどをして遊んでいました。１１時頃、保育士さんの声か

けでお片付けをし、体操・ふれあい遊びをして終わりました。 

                （会員の記録ノートより）                 

 

＊９月中旬なのに３２℃もある残暑の中、シャボン玉遊びが始まりました。５ヶ月くらいの乳

児さんから３歳児さん、ママたちも含め１６名の参加がありました。汗だくになりながらも

とても盛り上がり楽しそうでした。室内では、生後６ヶ月前後の乳児さん２人が向き合って

遊び、ママさん同士の会話が微笑ましかったです。 

 

＊消防車をバックに消防士さんと記念撮影をさせてもらって、子どもたちのキラキラした目が

とても印象的でした。子どもたちは名残惜しそうに消防車を見送っていました。 

 

＊親子でクリスマスリースを作りました。次にボランティアさんによる歌と楽器演奏があり、

みんなでクリスマスソングを歌いました。たくさんの参加者でにぎやかな会になりました。 

                   （会員の記録ノートより） 

 

 

  

                

 




